
様式第 2号 (第 8条関係 )

審議会等会議録

会議の名称 令和 8年度  加須市いじめ問題対策連絡協議会

開催日時
令和 8年 7月 29日 (水 )

午前 9時 30分から午前 10時 30分まで

開催場所 加須市役所 5階 505会 議室

議長氏名 増田 浩之 会長

出席委員

増田 浩之 会長  小勝 裕真 副会長
五十畑 勝己 委員 梅澤 清員 委員
土屋 一 委員   小林 義幸 委員
田中 良明 (代理 白石 直哉)委員
西村 国央 (代理 平良 誠 )委員
潮田 暁広 (代理 谷田 清美)委員
大澤 美和子 委員 山村 一久 委員
井桁 明美 委員  須藤 博文 委員
渡邊 典孝 委員

渡邊 諭志 委員
大塚 成穂 委員

荒木 逸江 委員
田村 禎子 委員

欠席委員 尾高 幸江 委員  大木 正仁 委員  光山 紗友里 委員

会議次第

1開  会
2 委員の委嘱
3 あいさつ
4議  題
(1)令和 7年度の本市におけるいじめの状況について

(2)本市におけるいじめ防止のための取組について

(3)その他

5 閉  会

会議資料の名称

。加須市における生徒指導上の現状と課題

・令和 8年度における学校教育課の取組

・いじめに関する相談窓ロー覧

。いじめは絶対にゆるされない行為です

。家庭用いじめ発見チェックシー ト【幼稚園用】

・家庭用いじめ発見チェックシー ト【小学校用】

・家庭用いじめ発見チェックシー ト【中学校用】

・令和 7年度青少年育成加須市民会議 いじめ防止のための取り組み
。みんなで止めよう国際電話詐欺、特殊詐欺対策アプリ



会議の公開又は

非公開の別
公開

非公開の理由

傍聴者の数 0人

説明者の職・氏名 学校教育課主幹 栗原 宏明

事務局職員職・氏名

学校教育課長 高橋 一也
人権・男女参画課長 関日 久美子
すくすく子育て相談室長 高瀬  郁子

すくすく子育て相談室主査 高原  泰浩

子育て支援課長 小林 英憲
生涯学習課主幹 斎藤富美恵
すくすく子育て相談室主幹 大場 由美
すくすく子育て相談室主任 田島 秀

会議録の作成方法
■ 要点記録
□ 全文記録

その他必要な事項

＼_/



様式第 3号 (第 8条関係 )

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等)

事務局 1 開会

2 委員の委嘱

3 あいさつ

増田会長 4 議題

議題 (1)令和 7年度の本市におけるいじめの状況について

学校教育課 (資料 「加須市における生徒指導上の現状と課題」に基づき説明)

増田会長 ただいま学校教育課から、いじめの状況についてのご説明があり

ました。委員の皆様が所属されている各団体での状況はいかがでし

ょうか。

加須警察署 いじめ問題について、警察への相談は結構あります。内容につい

ては、インタエネットに関する問題が多い状況です。例えば、クラ

スのグループ LINEから仲間外れにされていることや LINEで特定

の個人に対する悪口を共有している案件があります。悪化すると、

SNS上で個人を推認できるような状態で悪口を書いている案件もあ

ります。悪日の中で、「殺す」というような文言がある場合もありま

す。書いてある内容から、クラスの同級生が書いたのであろうと分

かるものが多くあります。

14歳未満については、刑事罰が科されなく、注意や補導の対応と

なります。場合によつては、児童相談所に通告を行います。

結局のところ、こどもがインターネットといかに向き合うかが大

切だと感じています。インターネットが原因なのであれば、昔のよ

うにインターネットやスマホが無い環境になれば、改善するのでは

ないかという考えもあると思いますが、現代社会で生活していく中

では、インターネット等々を使いこなせないこどもは大人になって

も社会で通用しないと思います。そのため、各ご家庭や学校がしっ

かりとこどもに指導を行う必要があると思つています。

また、警察に相談がある内容で、「学校には相談しました。でも、

学校がちやんと対応してくれないので警察で対応をお願いします。」

との訴えが多々あります。警察が介入すべき事案である、事件性の

ある案件については、当然ながら警察が対応するのですが、事件性

はなく、指導の範疇である案件については、警察から学校に対応を

依頼することもありますので、学校につきましては、対応をお願い



出来ればと思います。

増田会長 ありがとうございました。警察より、実際の相談内容等について、

ご紹介いただきました。

他団体で、この場で共有させていただける内容がありましたら、

ご紹介いただければと思います。

愛泉 こども家庭セ

ンター

社会福祉法人の中で子育てに関する相談を 18年程、愛泉こども

家庭センターで行つています。一時期に比べると、いじめの相談は

激減していると感じています。

学校で定期的にアンケー トを行 うことで、こどもの安心につなが

つているとの声を聞きます。いじめに遭つた場合、保護者や先生に

言うことは難しくても、アンケー トであれば、伝えることが出来る

こどもがいるので、アンケー トの役害1は大きいと思います。

家庭からは、こどもの気になる状況として、「帰つてくるとこども

が玄関で突っ伏して泣いてしまうことや爪を‖歯む行動が酷くなって

しまつた。」と相談を受ける中で、学校で問題を抱えていることが分

かるような案件が年に、数件あるような状況です。

加えて、学校に行きたくても行けないこどもが増えてきていると

思います。理由は、いじめだけではなく、こども同士の認識の違い

や物事のとらえ方の差が影響していることや、こどもの発達特性が

影響して学校に行きたくても行けなくなってしまつているこどもが

いると思います。いじめとは離れるかもしれませんが、発達特性の

あるこどもへの配慮を社会がどの程度出来るのかということを最近

は相談として多く扱っております。

増田会長 ありがとうございました。愛泉こども家庭センターより、相談の

状況等を説明頂きました。

それでは、その他にいかがでしょうか。

荒木委員 すくすく子育て相談室で家庭児童相談員として、こどもに関する

相談を受けています。相談者は未就学から高校生まで、幅広く、様々

な相談があります。電話相談や来所での面談、場合によつては家庭

訪間で対応しています。現在、一番多い相談は不登校に関する相談

です。こどもに不登校の理由を聞くと、友人関係に関することで悩

んでいることが多くあります。しかし、
1脳んでいることは一つでは

なく、複合的であるのが大概です。

学校での悩みについて、学校に相談出来ていない保護者も居るの

で、「一緒に学校に相談してみましょう。」と声をかけ、学校と連携

を図つています。連携することで、学校が対応でき、保護者より「お

かげさまで、嫌なことを言われなくなったので、学校に行くことが



できるようになりました。」と報告を受けることもあります。相談を

受けている中で、いじめと不登校は関係が深いと感じます。

増田会長 ありがとうございました。すくすく子育て相談室の家庭児童相談

の状況等を説明いただきました。

それでは、その他にいかがでしょうか。

五十畑委員 人権擁護機関では、春先に学校へ「こどもの人権 SOSミ ニレター」

を配布しています。「こどもの人権 SOSミ ニレター」は、こどもが

困つていること等を法務局に送ることで、人権擁護委員等に届きま

す。市内では、多い時で、年 10件程度です。人権擁護委員等は、1

週間以内に回答を作成して、法務局からこどもに返却されるという

システムです。内容は様々ですが、中にはいじめや生命に関わるよ

うな相談もあります。

こどもたちにとつて「こどもの人権 SOSミ ニレター」は、非常に

ハー ドルが低いと思います。相談の第一歩であると思っていますの

で、機会がありましたら、活用をお勧めいただければと思いますの

でよろしくお願いします。

増田会長 ありがとうございました。ご紹介頂いた「こどもの人権 SOSミ ニ

レター」を各団体の皆様が、折をみてご紹介いただければと思いま

す。

他にご意見等いかがでしょうか。

(発言なし)

増田会長 議題 (2)本市におけるいじめ防止のための取組について

学校教育課 (資料<令和 8年度における学校教育課の取組 >に基づき説明)

増田会長 ありがとうございました。学校教育課より、取り組みについて説

明がございました。

各団体でいじめ防止のための取り組みがありましたら、ご紹介い

ただければと思います。                ,

井桁委員 教育センターでは、不登校が主な相談となっており、いじめの取

扱いは少ない現状です。昨年度は、 1件の対応事例がありました。

状況を正しく整理した上で、学校と連携を行いながら、支援を行い

ました。結果、いじめ解消につながりました。

不登校等の学校に足が向かないこどもたちの安心できる場所とし

て、学習室「ピア」を開設しています。今年度、現時点で 30名以上

のこどもが登録を行い、不U用 しています。

学習室だけでなく、フリースクール型の教室やオンラインでの学

習支援、不登校を考える保護者の会を設けています。

スクールツーシャルワーカーの立場としては、市内の小中学校に



足を運び、情報共有を図りました。教育や福祉という立場で、複合

的な課題を抱えているこどもや保護者の方と連絡取りながら、支援

していきたいと思います。

教育センターのみでは、問題を解決するのは難しいため、学校を

はじめ、各団体と協力を行いながら、こども達や家庭のために、働

いていきたいと思つておりますので、引続きご協力をお願いします。

増田会長 ありがとうございました。教育センターでの状況や取り組みにつ

いて、ご説明いただきました。

その他の団体はいかがでしょうか。

須藤委員 加須市の公設公営の学童保育に在籍している児童は約 1,000人 い

ます。人数が多いことから、日常的に トラブルがあります。学童は

学校にいるときよりも、開放感が強く、家にいる感覚に近いため、

トラブルが起きやすい環境であります。ただ、放課後ということも

あり、閉塞感が少ない分、陰湿ないじめや重大ないじめに発展する

ケースというのは、それほど多くはないと感じています。

学童保育でのいじめ防止の取組みとして、 1点 目に各教室へ常に

複数の指導員さんを配置しています。少なくとも最低 2名、通常 3

名から4名、各部屋に指導員を配置することで、常にこどもたちの

活動ヘロを配ることのできる環●兄
‐
を整えています。また、指導員ヘ

の研修等も合わせて行つております。

2点 目としては、保護者との積極的な連携を大事にしています。保

護者が迎えに来た際に、対面で情報連携することで、保護者との信

頼関係の構築をしています。積極的な連携を行うことで(重大ない

じめの未然防止を図つています。

また、学校との連携についても、積極的に推進しているところで

ございます。学校の担任の先生や養護の教諭の先生、管理職の先生

等々と連携を図りながら、未然にいじめを防ぐような工夫をしてい

るところでございます。

増田会長 ありがとうございました。学童保育室での取組について、ご紹介

いただきました。

その他の団体はいかがでしょうか。

小勝委員 配布した資料 (令和 7年度青少年育成加須市民会議 いじめ防止
のための取り組み)について、教育委員会で様々な事業を協働でさ

せていただいています。小中学生を中心に活動する中で、健全育成

を目指しながら、結果的にいじめ防止に繋がればとの思いから、活

動の報告をさせていただきます。

最初に、あいさつキャンペーンです。これは、上期下期と行つて



おりますけども、上期は平和祭の会場、加須駅・花崎駅、後期の方

は、栗橋駅を含めた市内全域の駅で行つております。例えばヽ加須

駅ですと、加須小学校の児童、或いは昭和中や不動岡高校の生徒代

表に集まっていただいて活動を行つています。年々、参加者が増え、

にぎやかな挨拶運動を行つています。

次に防犯ケヾ トロ●アレということで、 7月 はどんとこい祭 りがあり

ますので、加須警察署の生活安全課に協力をいただき、パ トロール

をしています。また、 8月 は夏休み中でありますので、土曜日の夜

に加須駅の周辺や千方神社あるいは不動岡コミュニティセンター

の、こどもが集まつていると情報がある場所をパ トロールしていま

す。 2月 には、総願寺の節分会にも出向いていますき

次に少年の主張大会ということで、市内小中学校の代表者が、友

人や部活動、あるいは地球環境問題等々をテーマとして、発表をい

ただいております。発表いただいたすべての方が、県大会の方にも

応募しております。令和 7年度、小学生が 19,000件、中学生は 14,500

件を超える応募が県下でありました。

次に加須市の郷土かるた大会を 11月 に行つています。小学 1年生

を対象にかるたをお配りしています。

次にクリスマスの集いということで、加須市民プラザで約 lヶ月

の期間、青少年がコメントを飾ることの出来る不ペースを設けてい

ます。

3月 には、お雛祭 りお茶会。そして、バルーンアー トということで、

生涯学習フェスティバル等々で、こどもたちに配布をしています。

これから予定している行事もありますので、時間がありましたら、

こどもたちとご参加いただいき、支援の場を広げていただければあ

りがたいと思います。

増田会長 ありがとうございました。青少年育成加須市民会議の取組みにつ

いてご紹介いただきました。

各団体の取組紹介につきましては以上とさせていただき、それぞ

れの取組等へのご質問、ご意見がありましたらお伺いさせていだき

ます。いかがでしょうか。

(発言なし)

増田会長 それでは以上で、本 日予定しておりました議事についてはすべて

終了しました。

いじめにつきましては、各委員から説明をいただいたとおり、各

機関が個々で解決できる問題ではなく、連携し行動することで、効

果が強力になるものと思います。



いじめ問題対策連絡協議会の目的は、各団体の連携や連携の推進、

そして団体相互の連絡調整ということでございますので引き続き、

連携を進め、強めていただきますようお願い申し上げます。

皆様方には熱心なご協議をいただいたことに対しまして、感謝申

し上げますとともに、円滑な実施等にご協力いただき、大変ありが

とうございました。今後とも皆様方のご協力をお願い申し上げまし

て、本日の議長を務めさせ勤めを終わらせていただきます。ありが

とうございました。

小勝副会長 5 閉会あいさつ

会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。 (注 )

令和8年

'月

′7日
署名力
'顔
十レ
tじめ

'9珂

フ【只幻鞣立擁

撃瘍翁

(注)特に署名を要しない審議会等については、事務局名を記入してください。


